












































































































































































































































































































































































































ける連合軍に対する独逸国の態度終局平和後の国際間に於ける大離合集散注意観察商工業的大競争並に欧我運動妄我運動新日本主義 つい 雄弁を揮い、一時間余りの 演 及ぶと
「満場破るゝ許りの拍手」に包まれたという。 、
『第三帝国』と『秋田毎日』の間で報じられた同会の盛況ぶりに大きな違いはないが、













































反戦・平和、民族自決という世界的思潮は、日本の諸運 を一挙に活性化させ だが、それらは外在的かつ圧倒的な影響力ゆえに、 れまで 内 培われてきた運動の内発性、言い換えれば、日本人民の生活に根差した政治の構築、近代化 模索など 可能性 さらに人々の「心情」まで押し流 ていく側面を持ち合わせていたのではなかろうか。
一方で、当該期は、現代に至る大衆社会の出発点とされる
。そこでは、広範な民衆の)10
欲望が政治や社会を呑み込み 時代の大勢を動かす要因となりつつあった。上から下へ、中央から地方へという従来の近代化の図式でも、また吉野作造 「民本主義」などの体系化された「デモクラシー」理論でも把握 きれ 新たな状況が胎動し始めて た である
「民主」化の諸運動が、大戦を境に急速に進展し、一定の成果を収めながらも、広範。
な民衆の「心情」を忘却していったのだとすれば、われわれは改めて大戦前後における日本人の内発的な政治意識、生活の場 中心とした社会変革の可能性を問 直す必要 るのでは いか。その めには、当時の代表的知識人や思想家など「発信 」側 言論分析に止まらず、それと同時に 受信者」である読
者側における受容のあり方を分析する必要







実施や減税の断行などを掲げ、地方青年層から大きな支持を獲得した。同誌が全国各地支部を置き、読者 意見を交換するなかで、言論活動および思想運動の展開を図っ くことは特筆される。なぜなら、同人と読者の意見交流の内 こそ
「発信者」と「受信 、












という問題意識が先行するあまり、氏の想定す 「大正デモクラシー」の枠組みで同時代の思想や言論を裁断する傾向が強い。大戦後 茅原を 転身」とみなし
「茅原華山に代 、






















主義」を事例に、普通選挙を「日露戦後 乖離した自我 国家の関係を再構築 方法」と見なし、国家を超える強靭な自我が国家 主体的に参加していく 挙国一致」 道筋を見出している。だが、同誌の幅広い活動のなかで普選運動にのみ注目し、岡悌治 北原龍雄らを取り上げ 家社会主義運動につなが 可能性を指摘 に重きが置かれ、『第三帝国』の思想運動の全体像には言及してい い。したがって、益進会 分裂 めぐる記述などは先行研究の内容 再検証しないままに踏襲し いる。
以上の先行研究を踏まえ、本論文では、研究の主眼を雑誌『第三帝国』が大正初期 時
代状況のなかで示した思想を 茅原華山率いる益進会同人 唱えた「益進主義」の思想行動、そして地方青年読者との連関性に注目す 形で解 置く。国家に組み込まれようとしている地方青年が
「帝国」日本の再建を説いた思想運動に接し、いかに 、























































容と実践運動の関係 時代状況の中で押さえた上で、記者と読者、益進会同人と地方青年読者との思想的連関 解くことである。益進会 ように実践的な運動を企画し 読者を結集していった集団の思想史 構想する場合、時代状況の中における思想の機能的側面 思想に内在する構造的特質を架橋する思想史学の領域が設定される必要がある
。従)22
来の思想史で行われ きた内在 な論理構造を分析していくような方法だけに依っては、一部の頂点 家しか研究対象にできない。一方、民衆思想史では
「民衆」の歴史的 、
















立的、そして積極的な参加によって突き動かされるものであった。こうした双方向的な言論空間の成立が新しい思想状況を生み出す基盤となった で な か。それは「デモクラシー」という表現で 捉えきれない個別性・多様性を有 、 社会の特質を考える上で看過できない内容を示して ると考えられる。そ 内容の切実さや豊穣さを、益進会同人と地方青年読者の思想的連関性として解 いくことこそ、本研究 最大 課題 言える。
氏名 号 生年
（創刊時の年齢）
































































をできる限り広く収集することで、益進会同人による言論活動を時代状況に照らしな ら位置づけていくことに重点を置く。個々の史料批判は適宜引用箇所の註記等で行うこととし、本節 はまず、益進会の組織および読者層の実態とメディアの存在 注目する形で、雑誌『第三帝国』に関する史料について全体的な見通しを示しておきたい。
まず益進会の運用に関する記録は、誌面以外でほぼ残存していないが、巻末 石田友治























































































全体構成について、あらかじめ概観しておきたい。本研究では、茅原が『長野新聞』主筆時代に「益進主義」思想の原型を形成していく明治三十四年から、益進会同人が結集して『第三帝国』を創刊し、青年読者から 支持を集めて発展し がらも 派と石田派に分裂し、それぞれ言論活動 続けていく大正五年までの約十五年間を主な対象と いる。
この内、第一・二章では、同誌の思想的旗幟
となる「益進主義」思想の形成過程を茅原
個人に即して明らかにするとともに その思想を中心に結集し 同人たちと 人脈形成を、「大正地方青年」という視角を導入すること
で把握していく。第一次護憲運動の隆盛のも


























































































































































































































十年三月、立身出世主義の風潮を背景に創刊され、教養と修養をめざす作文教育を志向しわが国初の青少年向き投稿専門誌として若き読者 文芸熱を喚起していた。後に「無名新人の紹介機関」と銘打ち、雑誌『第三帝国』を し 青年読者の投書を掲げていく原体験は、掲載され こと十四回に及んだ 自ら 投稿少年時代に見出され 。
明治十八年、廉太郎は、逓信省内信局課長の前田俊雄の勧めで逓信省雇となった
。伊)4













同三十四年十月、病気療養 ために退 し、更級同志会の経営する日刊紙『長野新聞』主筆として信州論壇に登場することとなった である。
「青年、教育を殺す乎、教育、青年を殺す乎
。就任直後の講演旅行を終えた茅原は、 」)9





制度をはじめ、明治二十年代以降、急速に進展した国家体制の完成に伴い、青年層まく状況が著しい変化 遂げていたことが挙げられ 。二年後に起きる一高生藤村操の投身自殺は、同世代の青年に衝撃を与え、全国各地で「華厳宗」と称される自殺志望者 出現させ、世間に大きな波紋を呼び
「人生問題」が社会的に浮上していく
。当時の社会 、)10









太郎氏を本社主筆と 招聘せり」との社告が『長野新聞』 一面を飾ったのは、明治三十四年（一九〇一）九月二十四日のことであっ 。同日の「茅原華山氏の入社」には、彼の山形時代の活躍が「主筆として其任に在ること前後六年啻に筆を以て主義の為に尽せるのみならず又弁論に長じ凡そ地方問題の解決一に君の斡旋に待つもの多く深く地方人士信頼する所となれり」と紹介され、その手腕 対する期待 表明されている
。)11
同月二十七日、主筆就任に際し、茅原は「西園寺陶庵侯を訪ふ」を掲げた。時の枢密院
議長西園寺公望といえば、日清戦後に第二次伊藤内閣の文相 して行な 世界主義」演説で知られていた。国民の「偏局卑屈」な気象を戒め、世界文明 大勢 随伴する教育を説いた西園寺の見解は、保守的な教育界で強い反発 招いていた
。ここで特筆される)12








逞しくするロシアは、朝鮮権益をめぐる最大の宿敵であった。茅原 登壇は、北清事変鎮圧直後、両国間の緊張が急速な高まり 見せる時期と重なっ いた。 露協商・日英同盟という二つの外交方針をめぐり、日露対決の気運が醸 されていく き、国民全体を覆い尽そうとしていた精神的重圧こそ「恐露病」であった。それ 基づく「敵愾心」の養成を卑屈な精神による教育 非難し、世界文明
潮流に目を向け、進歩に貢献する術を習得す














































が設定された。彼の主張 、読者との関係を常に意識し、展開 れたがゆえに支持 受け、両者の間には、政党や地域的勢力に束縛さ
ない、一定の独立を保持した関係が築かれた






















世には保守の力と進取の力となかるべからず、青年にして若し進取 力を喪はゞ、社会は化石するの外なからんとす、青年は社会進歩の機関車なり、社会を比較の三段法に依て類別すれば、社会には最も富める階級もあるべし、ヨリ富める階級もあるべし、貧なる階級もあるべし、此等は一等の客車なり、二等の客車なり、三等の客車なり、瘋癩白痴老病の荷厄介たる荷車もあるべし 凡そ此等を率いて社会進歩のレールの上を馳するものは、青年な 機関車な ざるべからず
。)19
茅原は、社会の進歩を近代交通の主役である鉄道になぞらえ、さまざまな「階級」の先



































































































































































































義」を消極 ・進歩的・受動的・悲観的と斥け 積極的・進取的・ 動的・喜観的な「社会主義 主張する
「近時流行の社会主義」に潜在するユートピア待望的な受動性と 。
「現社会組織」を「根本的変革」により破壊し うとする悲観性を嗅ぎ取り、現存する国家・社 に主体的に参与し、内側から改善 嚮導していく とを主張したのである
。)38
茅原の立論は、教育や実業の場でさまざまな課題に直面する青年たちに対し、過度の理
想ではなく、 実的な意味 付与することを企図し 。例えば、それは明治三十五年一月八日の論説「工場法」を見ても明らかである。ここで茅原は、工場法草案 国家による工場主保護、労働者去就の自由 束縛 ものと斥けると同時に、その制定 躍起になっている社会主義者を批判し、国際競争 中で一致すべき資本家と労働者を無闇 衝突させる結果をもたらすと指摘している。茅原は勿論 青年層 とっても
「近時流行の社会 、





























学」であるが、競争が激し過ぎる 「弱肉強食 哲学 なり 強者の権 を正当化道具と化す。一方
「社会主義」は「協力の哲学」であるが、協力も度を越すと盲目的博、








と日本・世界を架橋し、読者に新たな展望を示そうとした。なかで 大きな期待が寄せられたのは、教育に忙殺され 進むべき道を見失 かけている青年層であっ 二十世紀の到来と もに、時代の閉塞感が蔓延するなかで、青年たちは従来の価値観に懐疑を抱き、社会との連続性が稀薄な「個人」観念を強めつつあった。こ た実態 いち早く把握した茅原は、世界文明の進運 貢献する必要性
を説いた。そのような時代認識に基づき、青
年層に「社会進歩 機関車」としての役割を期待し、彼らが生活する実業 教育の場 理想実現の可能性を見出し、両者 調
和を切実に訴えたのである。
現実を正面から見据え、そこに具体的な意味を見出そうとする茅原の姿勢は、中央論壇
進出への焦燥感を背景 していた ゆえ 、現状に充たされずにいた青年層の鬱勃とした心情を捉えた。さらに、当時注目されていた
「個人主義」と「社会主義」を相互補完的に



































































































































後から鋭い社会批判を展開し、広範な読者層 開拓 きた同紙は 明治三十年に内村鑑三、翌年に幸徳秋水や堺利彦を陣容に加え 学生や教員などの知識階層も取り込み 府下有数の新聞に成長していた。日露開戦に際し 内村・幸徳らの連袂退社に加え 報道体制の迅速化の遅れ より勢力を減退させてい と え 日露戦後においては依然として府下でも上位 発行部数を誇っていた。国民の国際的関心の高まりを考慮すれば
「文章報 、




































順番 年月 国 都市
1 1905年10月～1907年5月 アメリカ ニューヨーク、ボストン、ニューヘブン




4 1908年7月 アイスランド レイキャビック




9 1909年1月～11月 イギリス② ロンドン




14 1910年2月 オーストリア ウィーン
15 1910年3月 トルコ コンスタンチノープル
16 1910年4月～5月 ロシア ペテルスブルク












































































まるゝといふ 雖も、決して今日我日本人が欧米 猜疑の中心 が如くな ず」と彼はいう
。果たして、その理由は「日本が異民族の国を以て、四十年の短月日に、世界強国)67
の伍伴に就きたる反動」にあるとされた。彼 、異民族ゆえの疎外感から 韓国の保護政策を例に、欧州外交の真意が 露を抗争させ ことで、 州 平和を維持し 異民族を統治し、極東の市場を保有 こ にある 洞察した。こうした違和感の集積に
「生活問 、












































科学、哲学を輸入す と同時に、西洋の習俗を以て理想国のものと為し、之を輸入せんとするに至りては、頗る考えも なり」と述べ さらに「況や其哲 、倫 如きも、東洋の哲学、倫理を加えて、反て其完璧を見るべき 実あるに於て や」と付け加えている点は示唆的である。そこでは応用可能な技術や理
論と「習俗」および「哲学、倫理」とが明
確に区分されてい かつ 福沢諭吉が「文明 を「事 」と「精神」とに区分し
「欧 、








































のように書き記している。約二ヶ月 ロンドン滞在中、茅原と懇意であった中村が「なかゝゝ面白く聞いた」という「頗る微細に亘」る「西欧風俗習慣 研究 とは、日常生活の次元から西洋文明の本質を見出そうとする姿勢に基づくものであった。東西両文明 相互的補完による「新文明」の創出という課題設定のもと、独特の手法をもって西欧社会を闊歩していく茅原の姿ならびに生活実感を起点とする批評が、一ジャーナリストの目を通た「世界」として提示され、国内読者の国際的関心を集めたこと 想像に難くない。
では一体、茅原が補完すべき両文明の弊害と見なしたものは何であったのか。それは西













て一等国民の挙措態度 りと謂ふべき乎」と嘆いた。新島襄が同志社創設のため米国各地の教会堂で寄付金募集を行 った時代と比較し、いまや日本国民は「寄付金募集国民」のままであってはならないと、自立的「一等国民 しての自覚を促 している。
「欧米外交の中心点」をはじめ、国際情勢の把握に努めた茅原は、実見した世界に基づ
















アフリカやトルコなどのイスラム圏へ 視察旅行の実施がそれであ 。明治四十一年十一月から約二ヶ月にわたり、茅原はアルジェリア・チュニジア・モロッコの北アフリカ諸国を訪れ、自らが唱えてき 東西文明論に加え
「更に一歩を進めて論ずれば、印度、阿刺 、






一貫してイスラム文明の「習俗」を視察しているが、特筆すべきは、近東 「想像」という性質が道徳の立脚地として捉えられ いる点であ 。社会心理の観察は、その社会に属する人々の価値観
「人心の改革」の糸口を見出すために行なわれていたと言える。 、





















原は、自ら 体験を通じて知識上 「泰西」を再構築して った。とりわけ東西文明の質的相違の認識を深めたことは、彼をして西洋文明の一元的な普遍性を放棄させるとともに、文明が「習俗」の積み重ねにより「生活」 中 存立 いること、換言すれば、文明とは、元来「生活」の場 根差した形で、そこ
に生きる人間のために創出されたものである
ことを実感させた。ゆえに、彼は「習俗」を文明 淵源 見出し 世界各地 生活実態を視察したのである。このとき
「生活問題」への関心は、西洋文明の暗面を捉える視座と 、















される「生活問題」の蔓延と う欧米社会の現実に遭遇 文明の淵源 「習俗」に見出し、日常生活の次元から西洋文明の本質を把握していった。東西文明の質的相違 説くなかで、相互補完すべき両文明 弊害として示されたのは
「個人」の社会化と自立化であ 、






















































観的な文明観は、日露終戦直後より約五年に及ぶ欧米外遊で修正を加えられる。文明先進国における苛酷な「生活問題」 発生に遭遇すると に 世界各国の視察を通じ「生活」と「文明」の普遍的な対応性 実見したことで、文明の多元性 痛感 、東西文明の質的相違の認識を深めたのである。そして、帰国後
「生活問題」の発生しつつある日露 、













































































































































































































ら区別し「新客観」を創造するこ 、内な 秩序 創造をもって周囲の価値秩序に対峙し、そこから独立しようとする、いわば自立的存在としての「個人」像であった。それ 人々が「唯物的人生観」に基づく「官僚政治」の生み出し 価値秩序や社会制度によって「自我」の実現を阻まれ、支配されようとしてい
たことに対する精神的抵抗の顕現にほかなら


































えていく。つまり、自らの依存性を認識す こと 初めて「個人」は自立的存在たり得るのであった。では 自立した「個人」はいか る存在となっていくのであろうか。第三「個人」像、普遍的存在として 「個人」像を見ていこう。
人間のあらゆる人々の心を貫く一線がある、その一線は上下四方縦横に交叉し、過去現在未来に渡って引かれてゐる、即ち人間の生命の変化、発展、進転そのものゝコンスタンシイ（恒久性）である、この個人の心から心を貫いてゐるユニヴァサル、マインド（普遍共通 心）が歴史の事実の底に潜む最上権威である この心を表現することが史家の事業である
（中略）然るにこのユニヴァサル、マインドと言ふものは人 。













































活は必要である、然しな ら社会的 いへば、長袖善く舞ひ、多銭善く買ふ、何故多く儲け多く買ひ多く貯ふる が悪いのか
「物質至上主義」に囚われる日本人の実状を嘆き 」 。
)114










のではなく、むしろいかに文明の向上へ善導し得 かが課題とされ た 人民 欲望共同体の発展における動力源と認識されていたため
「自我」の実現・拡充が「実生活」 、



































































う危険性をも内包していた。したがって茅原は「選挙 選挙人が「生活向上 為に奮闘するもの」と位置づけ、まず何より選挙人である「日本国民 人 観」を革新するこ から「憲法政治」実現の第一歩を進み出すべきである 主張 ていく であった。こうした茅原の主張は、やがて『第三帝国』誌上において普通選挙請願署名運動や 模範選挙 などの実際的運動として具体化され 地方青年読者 結集を呼んでいく。
「生活問題」を「個人の自覚」の出発点に位置づけ
「経済生活が我等の所謂実生活で 、




















































































根柢に据えた、自立的「個人」の集合体としての「国家」像であった。社会への強い連帯意識ゆえに、人間存在を脅か 現存の国家・社会・制度に対して鋭い批判が向けられ、そこから「人間本位の憲法政治」の実現が唱えられた。日本人の欲望を善導する形で説かれた政治論は、地方生産力の担い手を主たる対象とし、彼らが自立した「個人」 なって「自我」を「実生活」の場から「政治」上へと拡充することを主張 もの り
「第 、






















































一見すれば瀟洒たる才人なり、筆を下せば千言立ち所に成り、文藻煥然、また甚だ才気の流露するをみる。然れども先生自ら才子たるを好まず、新聞記者 して又事務家たるを以て自任し、其の十六、七歳より自由党員なれるも、今に自由党風に浸染せざるを自負す。先生廿二歳にして始めて仙台東北新聞の記者となり 翌年山形自由新聞の主筆と為る其の社長重野謙次郎自由党を脱するや、先生堅く執 不可 主張し、侃諤縦横、頗る其 地方を動かし、竟に重野をして復党せしめたり、是より先生の名、
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が挙行された。友治が二期生として入学した は 落成間もない真新しい 校舎で いわば聖学院神学 の教育が本格的に開始された初年度に当たる
「神学校入学の心得」によ 。







































いた。友治より二期後輩の白井為治郎は「入学した時の神学生は一八名。聖学院神学生はガリラヤ党と称えられ、蛮勇 奮ったものである。大学 赤門や上野公園、飛鳥山などで金だら をたたいて人を集め、路傍伝道を盛んにやった。神学校卒業の若い伝道者は困難の多い東北伝道に従事した
」と回想している。友治も無牧の横手講義所で夏期伝道に従)11




赴いた秋田県横手町番匠町（現在の羽黒町） 教会を開き、初代牧師に就任した。当時の「基督教会教勢一覧」によると、横手教会は会員六名・入会者一名・日曜集会出席者八名で、秋田基督教会員九〇名 比べ、小さい群 であった。 は 義母と教会に住み込んで伝道に励み、地元 青年に聖書や讃美歌を用いて英語 えた。当時、横手中学 生だった石川美津雄は「番匠町教会 アメリカ
人が来るそうだから」と、友達を誘って教会










の道に導き、イエスの教え 従う生活の実践 教えるこ ほかならな 。だ 、若き友治は自ら「真の基督教的生活」を実践し得ないままに、利己心を持ちつつ「基督教は犠牲
科目名 時 科目名 時 科目名 時
希臘語 5 希臘語 5 希臘語 5
旧約総論 1 旧約史 2 予言史 1
新約総論 1 新約釈義 2 旧約釈義 2
新約釈義 2 基督伝 2 教会史 2
基督伝 2 教会史 2 比較宗教学 1
保羅伝 2 弁証学 1 哲学史 2
教会史
（使徒行伝）












計 15 計 15 計 15




























































して「敬虔にして細心、労働を貴び、質素なる生活を喜び、人 恕し他の人格 尊重 る英人の所謂真 ゼントルマンシップ（紳士道
」を唱え、県下の青年たちと親交を深める ）
契機を生み出した。 同時に 新思潮の登場に解決の糸口 見出そうとしていった。



























































































































































けていた。善兵衛と悟朗が在学した時の東洋大学は「転換 渦中 たと言え 。
松本悟朗は、明治十九年八月十八日、福島県の元板倉藩士米山家に生まれた。典型的な
貧乏士族の家に生まれ、桑折町にある曹洞宗慈雲寺住職の松本達宗 子 入 た
。当)31



























































































































































『社会学』は、明治二十九年に岸本が東京専門学校で行った講義をもとに『六合雑誌』に掲載した記事を一般読者向けに加筆・修正し、同三十三年 刊行 た のであった。
では、なぜ善兵衛は同著に惹かれ、哲学を志したのだろうか。 つは、学歴のない彼に
































































































































































































































































































































大学 名前 生年 経歴 大学 名前 生年 経歴
慶應義塾 小沢愛圀 1887 演芸評論家 明治 羽生正
慶應義塾 角谷輔清 1892 渋谷区長 明治 室伏高信 1892 評論家
慶應義塾 加藤止人 明治 山口源二郎
慶應義塾 平野光雄 1881 1920衆議院議員 早稲田 稲田直道 1889 1937衆議院議員
中央 尾崎重美 1883 1936衆議院議員 早稲田 大野恭平 1888
帝国金属工業
株式会社取締役
中央 米津藤一 早稲田 五明忠一郎 1887 社会教育家
東京帝国 青木得三 1885 大蔵省主税局長 早稲田 鈴木謙 1891
台湾拓殖株式会社参事
台湾綿花取締役兼支配




早稲田 髙橋円三郎 1894 1937衆議院議員
東京帝国 寺田四郎 1886 弁護士 早稲田 武谷甚太郎 1892 1930衆議院議員




早稲田 中村三之丞 1894 1939衆議院議員
東京帝国 吉植庄亮 1884 1936衆議院議員 早稲田 丹尾磯之助 1891 早稲田大学評議員
日本 白須皓 1891 山梨日日新聞主筆 早稲田 西岡竹次郎 1890 1924衆議院議員
日本 山下祥一 1895 日本大学教授 早稲田 野村秀雄 1888 朝日新聞代表取締役






早稲田 宮沢胤勇 1887 1930衆議院議員








早稲田 山森利一 1889 1936衆議院議員






















































































































山の姿もあった。午後一時半より秋田市柳町の「凱旋座」で催された演説会は二千人 聴衆で立錐の余地もなかった。国民党秋田支部の中村木公が「開会の辞」 述べ、応援へ感謝と井上の経歴を紹介した。次に茅原が「民の力は正に在り と題し、日本人の政治的覚醒を促す雄弁を揮い、井上氏の「万歳」を三唱し拍手喝采のも で降壇した。最後に、黒岩が「国勢大観」と題する演説を行い、盛会のうちに幕を閉じた
井上の選挙運動に奔走していた友治も「秋田理想選挙同盟会」幹事として、続く能代・


























































































































































































































































士による議場突進と議会周辺を取り囲む数万民衆 激しい示威運動のなか、桂はついに総辞職を決意する。だ 度重なる停会に激昂 た民衆は暴徒化し、交番や政府系新聞社などを焼打ちし、余波が全国に飛火した。ここ
に第三次桂内閣は、憲政擁護運動によって、









そして大学雄弁会 母体とする青年団体などであった。特に鍛え上げた「雄弁 をもって存在感を示したのが大学雄弁部 連合組織「丁未倶楽部」であっ 。益進会同人の鈴木正吾は主要な一員として運動 加わり、初陣に勝利したことで自信を深め、反藩閥・反政友会、立憲国民党や立憲同志会に近いが政党勢力とは一線 画す独自の位置で、当該期の政治において一定の役割を担った。こうして大
正政変を機に、院外運動の高揚、全国的世論





































憲政擁護運動で政治的に覚醒し始め 日本人民 「大正維新」 政治的主体へ嚮導するための手掛かりを求めていたからであっ ここにおけるアジアへ 眼差し 満韓放棄を唱える「小日本主義」の提唱や朝鮮青年読者の投書掲載などに結 していく。
帰国一番、茅原は論説「血で書く文
」を草し、視察旅行で痛感した日本の狭隘な国民)109





























































益々日本人を小ならしむるを以て、其平面に発展したる帝国 維持する 妙方便と信じ、終に群山万水進みに路なきに至れり。吾人は乃ち此に生の飛躍を試み 国家の旧組織を打破して、更に新なる第三帝国を創造せんと欲するものなり 第一
第二の帝国は日本人の生命力を萎靡銷磨せしむるに於



































































































































































































君にも妙案があつたら教えて頂きたい と呼び た である。
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氏名 号 生没年 齢 出身地 出身校 入会までの経歴 期間（号） 担当 備考




























6 小林　亮平 ? ? ? 2～7
※向島の「大倉本店（牛乳屋）」
※34号「太陽堂書店」店主
7 中川　竹堂 竹堂 ? ? ? 10～15
※15号にて『東京評論』兼輯＋
帝国通信に入社






9 小田　政賀 1890～? 24 山口県 早稲田大学（英文科） 学生 15～57 編輯
※16～20…華山『人間生活史』
の補佐／21号「交歓」より登場






11 赤塚　忠一 ? ? ? 17～23 漫画
※「漫画半月史」「漫画旬報」
「漫画評論」を担当
12 土田　恭治 1892～? 22 秋田県平鹿郡舘合村
横手中学
→第一高等学校を受験して失敗
『秋田毎日新聞』編輯員 17～24 訪問記事 ※24号をもって国民新聞に入社






14 中村　長次郎 ? ? ? 28～57 広告担当
※28号（36頁）の新年の挨拶に
同人として名を列ねる
15 岡見　護郎 1894～1945 20 秋田県 早稲田大学中退 四谷医院の薬局生 30～57 事務補助
「丘美」「もりを」「もり郎」という筆
名で新刊紹介を担当
















19 米津栄次郎 1873～？ 42 ? ? 教師、校長、師範学校 51～57 青年後援部長 麻布区桜田町62番地に居住











































































































































































































1 大正２ 10 10 月刊 24 38 10 2240 創刊号 31 大正４ 2 5 旬刊 32 31 10 6630
2 大正２ 11 10 月刊 24 38 10 2190 32 大正４ 2 15 旬刊 32 31 10 13000 「模範選挙」宣言
3 大正２ 12 10 月刊 24 38 10 1720 思園の開始、第１回講演会 33 大正４ 2 25 旬刊 32 31 10 6630
4 大正３ 1 10 月刊 24 38 10 （　　　） 「新年号」 34 大正４ 3 5 旬刊 32 31 10 7560
5 大正３ 2 1 臨時 24 38 10 （　　　） 臨時増刊「大減税号」 35 大正４ 3 20 旬刊 64 31 20 7560 模範選挙号
6 大正３ 3 10 月刊 24 38 10 （　　　） 36 大正４ 4 5 旬刊 32 31 10 6140 模範落選、神田区表神保町へ移転
7 大正３ 3 10 月刊 24 38 10 （　　　） 37 大正４ 4 15 旬刊 32 31 10 6140 華山「日本の政治原理」
8 大正３ 4 1 半月刊 24 38 10 2930 ※経営主体を益進会に移す 38 大正４ 4 25 旬刊 32 31 10 6140 華山「徳治国か法治国か」
9 大正３ 4 16 半月刊 24 38 10 2960 「戦闘曲」開始 39 大正４ 5 5 旬刊 32 31 10 5070 本誌読者大会の開催予告
10 大正３ 5 1 半月刊 24 38 10 2960 40 大正４ 5 15 旬刊 32 31 10 5070 「第三帝国活版所」→ポイント活字
11 大正３ 5 16 半月刊 24 38 10 3000 41 大正４ 5 25 旬刊 32 31 10 5070
12 大正３ 6 1 半月刊 24 38 10 3600
益進会支部の設置に就て
「読者より同人へ」（交歓）開始
42 大正４ 6 5 旬刊 32 31 10 5750
華山「新貴族政治と青年」
　　　「代議政治無用」
外 大正３ 6 2 臨時 4 38 臨時牛込区号 大正４
13 大正３ 6 16 半月刊 24 38 10 3600 「支部たより」開始 大正４
14 大正３ 7 1 半月刊 24 38 10 2850 44 大正４ 6 25 旬刊 32 31 10 5750 学生及び青年後援部設置に就いて
15 大正３ 7 16 半月刊 24 38 10 2850 鈴木「罰金一金参拾円也（上）」 45 大正４ 7 5 旬刊 32 31 10 4560
16 大正３ 8 1 半月刊 24 38 10 2860 鈴木「罰金一金参拾円也（下」）」 46 大正４ 7 15 旬刊 32 31 10 4560
17 大正３ 8 16 半月刊 24 38 10 2860 発売禁止処分 47 大正４ 7 25 旬刊 32 31 10 4560
18 大正３ 9 1 半月刊 24 38 10 3050 石田「本誌前号発売禁止の理由」　 48 大正４ 8 5 旬刊 32 31 10 5100 東北講演旅行
19 大正３ 9 16 半月刊 24 38 10 3050 49 大正４ 8 15 旬刊 64 31 20 5100 新日本創造号
20 大正３ 10 5 旬刊 64 31 25 3560
一周年記念徹底号
普く天下の同志に檄す（普選請願）
50 大正４ 9 1 旬刊 32 31 10 6110 青年後援部の開始
21 大正３ 10 15 旬刊 28 31 8 3560 51 大正４ 9 11 旬刊 40 31 10 6110 臨時拡大号
22 大正３ 10 25 旬刊 28 31 8 3560 52 大正４ 9 21 旬刊 32 31 10 6110
23 大正３ 11 5 旬刊 28 31 8 3300 同人号 53 大正４ 10 1 旬刊 32 31 10 5880
24 大正３ 11 15 旬刊 28 31 8 3300 54 大正４ 10 11 旬刊 32 31 10 5880
25 大正３ 11 25 旬刊 28 31 8 3300 55 大正４ 10 21 旬刊 32 31 10 5880
10 大正３ 12 5 旬刊 28 31 8 6630 黒岩先生に対する我れ 56 大正４ 11 1 旬刊 32 31 10 （　　　）
27 大正３ 12 15 旬刊 28 31 8 6630 57 大正４ 11 11 旬刊 64 31 20 （　　　） 御即位大典記念号
28 大正４ 1 5 旬刊 64 31 20 5590
新年革新号
読者に敬告す（増頁＋値上げ）
外 大正４ 11 29 臨時 20 31 8 （　　　）
茅原華山絶縁顛末
※書籍として出版
29 大正４ 1 15 旬刊 32 31 10 5590
三題目につき寄書を求む
（生活樹立、農民保護、選挙実態）






























































































































































































































































投書 道府県 件数 交歓 道府県 件数 通信 道府県 件数 合計 道府県 件数 投書 道府県 件数 交歓 道府県 件数 通信 道府県 件数 合計 道府県 件数
三重 1 三重 3 三重 0 三重 4
滋賀 0 滋賀 1 滋賀 0 滋賀 1
青森 5 青森 5 青森 4 青森 14 京都 10 京都 7 京都 14 京都 31
岩手 2 岩手 0 岩手 0 岩手 2 大阪 5 大阪 11 大阪 2 大阪 18
宮城 0 宮城 8 宮城 1 宮城 9 兵庫 2 兵庫 8 兵庫 2 兵庫 12
秋田 14 秋田 44 秋田 37 秋田 95 奈良 0 奈良 2 奈良 0 奈良 2
山形 3 山形 4 山形 9 山形 16 和歌山 2 和歌山 1 和歌山 0 和歌山 3
福島 9 福島 6 福島 1 福島 16 鳥取 1 鳥取 3 鳥取 2 鳥取 6
茨城 4 茨城 13 茨城 4 茨城 21 島根 0 島根 4 島根 1 島根 5
栃木 0 栃木 4 栃木 1 栃木 5 岡山 7 岡山 8 岡山 4 岡山 19
群馬 2 群馬 4 群馬 4 群馬 10 広島 1 広島 3 広島 0 広島 4
埼玉 0 埼玉 7 埼玉 4 埼玉 11 山口 11 山口 12 山口 1 山口 24
千葉 8 千葉 5 千葉 4 千葉 17 徳島 0 徳島 4 徳島 0 徳島 4
神奈川 10 神奈川 21 神奈川 4 神奈川 35 香川 0 香川 0 香川 0 香川 0
愛媛 1 愛媛 9 愛媛 1 愛媛 11
高知 0 高知 0 高知 0 高知 0
新潟 7 新潟 11 新潟 7 新潟 25 福岡 12 福岡 17 福岡 1 福岡 30
富山 0 富山 1 富山 9 富山 10 佐賀 2 佐賀 4 佐賀 0 佐賀 6
石川 0 石川 1 石川 0 石川 1 長崎 3 長崎 7 長崎 0 長崎 10
福井 0 福井 3 福井 0 福井 3 熊本 3 熊本 15 熊本 4 熊本 22
山梨 11 山梨 11 山梨 13 山梨 35 大分 4 大分 3 大分 1 大分 8
長野 16 長野 24 長野 2 長野 42 宮崎 4 宮崎 6 宮崎 0 宮崎 10
岐阜 1 岐阜 3 岐阜 2 岐阜 6 鹿児島 0 鹿児島 4 鹿児島 1 鹿児島 5
静岡 8 静岡 21 静岡 3 静岡 32 沖縄 0 沖縄 3 沖縄 0 沖縄 3
愛知 6 愛知 13 愛知 11 愛知 30 九州 2 九州旅程 1 九州 0 九州 3
朝鮮 8 朝鮮 9 朝鮮 1 朝鮮 18 米国 4 米国 3 米国 2 米国 9
台湾 2 台湾 1 台湾 0 台湾 3 中国 3 中国 3 中国 0 中国 6








































































































































した数値から確認 てきたが、次に読者たちの実際の声に耳を傾け 彼 がいかなる内容の意見を同誌に届けていたのか、できる限り個別具体的に明らかにし きたい。
学校、教員、教育制度 32 第一次世界大戦 6
自我論、自我と社会 27 日本の朝鮮統治 6
宗教、道徳 13 日本外交への批判 5
霊肉一致、益進主義 10 対中国問題 4
思想・言論の自由 8 排日問題と日本人 2
その他 1 その他 1
計 91 計 24
結婚・性・家庭・家族 20 農民の現状と保護策 10
地方社会の改善 16 減税、税制整理 7
胃の腑の問題 12 生活難、パンの要求 5
職歴＝生活史 11 中央と地方の格差 2
青年団・青年会 7 計 24
自尊の精神、真の生活 6
計 72
選挙権拡張、普通選挙 24 国防問題、増師問題 5
閥族打破、官僚政治批判 22 第一次世界大戦 2
国民の政治的自覚を促す 16 その他 1
大隈内閣への批判と期待 8 計 16
計 70 文芸 3
日本人論 17 芸術 1
労働運動・農民運動 13 計 4
新聞・輿論の形成 6 『第三帝国』への応援 6
廃娼論 1 孤独の悲哀、青年の叫び 4










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































乍ら肉を拒絶す ことが出来るやうなら、それは不徹底 恋愛、否それは恋愛ではない。男子を欺いて楽むに等しい」と糾弾したの ある。
渡瀬の矢山批判に対し、二人の読者が反批判の筆を執った
。室園こま（福岡）は、同)203























































































































































よりも徹底した内容を見出したための率直 意見であった。こうした声に自信を深めた益進会は「やがて、読者諸君に依ってより盛んなる『 号』の製出せ れん事を希望する」と、逆に青年読者に要望していくのであった。)207「交歓」欄とともに、益進会は「通信」欄を設けた。特に一二号（大正三年六月一日）





























































































































なし二四円三五銭送金した。二月の平均集会者は礼拝三六名、夜の聖書講義と伝道説教二三名、三月中は礼拝三七名、夜三〇名位、四月中礼拝三三名、夜二三名。毎木曜夜の祈祷会は二一、 名で大部分神学生。毎水曜午後ガイ氏宅で開いている婦人会は一九名内外の出席がある」と記されていた。また、前掲、伊多波「 田友治」によれば 友治自身も「勿欺の録」と題する日記を書いてい が、残念ながら現在その所在は不明である。石川は、明治二十三年に秋田県
横手に生まれ、同四十年に横手中学に入り、同四十三年
)13

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































「本会直接の熱心な多数購読者を除いて 外に如何に少なく見て 確かに二千五百名以上の愛読者がある」 の記述が見られる。
。









































































































































































































































































































































































































民同治の新帝国」の創設 謳った益進会の前に立ち現れていたのは 日露戦争 勝利で使命を果たし「日に空虚になりつゝある」 治国家の残骸と、苛酷な生活難に曝されるなかで国家や従来 価値観に懐疑を抱き、社会と
連続性の希薄な「個人」観念を強めつつあ
た国民、とりわけ青年層の煩悶であった。これ 際し 茅原は「日本 新なる国家は生活といふ母の胎内から産れねばならぬ」と
「国家」を「生活」の場から捉え直し
「個性 、、











































同誌誕生のもう一つの理由であった。言い換えれば、憲政擁護運動の隆盛 手応え 得て創刊された『第三帝国 こそ、覚醒しつつあ
る国民、とくに地方青年層を新たな運動の担
い手に据え、誌面を提供すること 彼 の期待と不満を吸収し、記者と読者が意 を交換する場を設け、議論 運動を共有すること 思想的連関を強め 共鳴盤だったので 。茅原が『萬朝報』に在籍したまま『第三帝国
』に筆を執り続けた理由は、新聞各紙が読者





























































等の胃の腑を政治上に象徴する為め」の権利であった。普通選挙の実現は 誌 中心的課題となり、普選請願署名運動や「模範選挙」 具体化されてい
さらに茅原は「根本的減税とは国防一元主義を以て其内容 する」と述べ
「我国予算 、





























































































僚に命じて実行させるまでだ」と、国民の声を政治の中心 据え こと 唱え
「新第 。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































が、なかでも安部磯雄は主な寄稿者であっ 。ただ 安部が言及していた は、益進会
)55









































主義」に止まってい 比べ、血気盛んな大杉は、荒畑寒村ととも 雑誌『近代思想』を創刊し、文芸や思想を題材に「生 拡充」を論じた
「美は乱調にあり」と訴える無政 。)60





























れを論じてもゐる」と評している。だが同時 「政治の迷 解脱しない過去の人」とも表現している。その理由とは一体何か。同誌 おける両者の主張に目を向けていこう。
大杉の寄稿は 一七号の「欧洲大乱と社会主義者の態度」に始まる。だが、この文章が
)62


































と唱えた。日本に流入する「欧米の産業主義 には「徹底した 観察と批判」をもって対峙すべきである。欧米外遊を通じ、熾烈な階級闘争を実見してきた は、それ 欧州人の掠奪的精神 争闘 基因」する問題と捉え
「物質的要求」を本位とするため
「産 。、




































































































番 地名 報告 人数 幹事
小宮小四郎 堀恵秀太郎 小川半三郎 笹野宗次郎 小宮虎吉 原木吉之助
原野敬三 八木市太郎 菊川弘三 安野格次郎 常泉鉄蔵
伊藤慶太郎 山崎亀次 村上源吉 丹波源一郎 栗澤竹蔵 佐々木一郎
石川忠太郎 小林文治 長谷川清 川上勝淑 加々谷鉄蔵
3 山梨県甲府市 15（1914.7.16） 7 三枝次郎 丸茂芳造 松浦米蔵 今井豊太郎 三井徳次郎 萩原勇 大鷹貴祐
4 愛知県海老町 16（1914.8.1） 5 加藤文一 加藤興一 遠藤弘 山本栄男 山田久六治
5 京都府峯山町 16（1914.8.1） 5 杉浦嘉七 中村準一 松本俊一 鳥井博 和田精一
西村礫三 郷寿吉 長濱四郎 深尾修三 島崎卯一 小林景岳
吉田直英
柴田卯之吉 相澤敬之進 鎌田善次 豊澤貞助 加賀谷新之助 納谷善市
田沼竹治郎 長門政治 小番友太郎 石井一三
8 山形県鶴岡町 17（1914.8.16） 5 鈴木秀夫 笹原定次郎 竹澤繁一郎 山口戊吉 廣瀬仁吉
9 京都府網野町 17（1914.8.16） 6 安田市助 梅田利代蔵 大橋萬二郎 廣西與一郎 池部三郎 梅田市治郎
10 越後国長岡市 19（1914.9.16） 7 小川四郎 石川末吉 高田誠作 吉田半次郎 小澤寅雄 神保とき 遠藤いま
11 大分県中山香 27（1914.12.15） 7 宇都宮猛 岩毛元世 本田積 河野通信 山香義憲 荒木娯郎 清成馨
12 長野県上山田 27（1914.12.15） 7 山崎親喜 山崎等 若林嘉幸 宮原英一 田島国應 小山新 宮原信男
小出正喜 石井太伊蔵 高田義弘 豊永鶴一 土屋義徑 新堀重一
岡崎北吉
14 兵庫県国領 28（1915.1.5） 6 中澤潔郎 細見文治 細見哲之亮 細見教一 越賀亀蔵 近藤隆三
15 秋田県能代 30（1915.1.25） 6 相澤愛水 城間恒人 越前彦蔵 西村荘右衛門 西村久吉 宇野猛太郎
16 名古屋市 30（1915.1.25） 7 松田操 須賀新一郎 神谷誠道 芹澤次晴 吉瀬増太 和田光治 間瀬謙二
井上一郎 西村齋一郎 小林匡男 石川正儀 吉田正信
古谷拓之 浅見忠 長谷川千浪 伊原恒
18 群馬県茂呂町 31（1915.2.5） 5 井上丑蔵 佐藤幸太郎 石原祐次郎 鈴木伸次郎 根岸正吉
19 北海道河西 32（1915.2.15) 6 西川武之助 福澤善助 阿部蔽牛 田中信吉 佐藤直治 岩本臥雪
桶尾喜三郎 徳永権光 尾畑乙蔵 中西久次郎 小中善吉 福崎武人
原田才五郎
21 名古屋市東区 33(1915.2.25) 5 後藤隣平 佐藤五夫 林政治 佐々成一 桜井成行
22 富山県滑川町 33(1915.2.25) 5 松井景治 島田房吉 柳原政吉 飯塚清重 東谷林次郎
倉田幸次郎 長谷川栄吉 平田三四郎 女川栄吉 中川耕吉 辻三四郎
松倉平六 島田清太郎 松野乙次 太田清次
24 山梨県飯野村 33(1915.2.25) 6 飯野義雄 齋藤昇次郎 中込精一 飯野孝平 米山貞太郎 中澤榎
25 岐阜県羽島郡中屋村成清 35(1915.3.20) 6 丹羽淳一 森義一 藤田勇太郎 森久市 可児利一 松尾政司
26 青森県富木舘村 37(1915.4.15) 5 横山喜代造 榊多七 佐藤倭 三上孝三郎 今井七兵衛
27 鹿児島県花岡村 38(1915.4.25) 5 寺脇浅吉 塚田秀山 中村虎蔵 八木覚次郎 竹下清天
28 茨城県上郷村 38(1915.4.25) 7 秋田茂十郎 染谷久之助 片手徳太郎 石田哲四郎 土田晋作 中山健二 輕部彦十郎
29 岡山市西中山下47石黒方 39(1915.5.5) 6 武野一雄 入江栄一郎 石黒忍 延澤恒雄 木村武 菊地武彦
小倉正光 武藤辰雄 村田久義 向山鬼 武川清行 田邊那作
廣野幸貴
31 熊本市新屋敷72 51(1915.9.11) 7 牧野弌太郎 西芳雄 美作次郎 堀一郎 竹崎モト 丸田エイ 林憲輔
佐川信一郎 砂金甚壽郎 林賴作 菅原民治 菅原銀蔵
佐々木孝 木下仲蔵 川田素助
33 山梨県北巨摩郡韮崎町2001 56(1915.11.1) 7 矢崎仁質 華輪謙蔵 久保田武雄 武川増太郎 柳本経武 功力五郎 立花範平
32 宮城県遠田郡南郷村二郷 56(1915.11.1) 9 木下凌
23 富山県三日市 33(1915.2.25) 11 木下清弌
30 山梨県東山梨郡松里村 51(1915.9.11) 8 雨宮幸一
17 千葉県千葉町 31（1915.2.5） 10 生方誠
20 山口県安岡 32（1915.2.15) 8 安村辨介
7 秋田県北浦町 17（1914.8.16） 11 伊東晃璋
13 肥後球磨 28（1915.1.5） 8 岡崎北走
2 秋田県横手町 15（1914.7.16） 12 中村清次
6 北見国常呂町 17（1914.8.16） 8 水谷溪月
　【表１０】益進会地方支部一覧
支部員











































































































田魁新報』を辞して、茅原らと『第三帝国』 創刊し中央論壇で活躍する義兄の号令に応じ、本部とのパイプ役を務めることは、彼の情熱 燃や に相応しい仕事 あった。
だが、横手支部は、石田の血縁のみで結成されたわけではない。より積極的に運動に関






















































且其置かれたる状況を―現在及び将来ともに―異にしてゐるからである。要するに御風君の議論は歴史を無視し、状況を無視したるもの、換言すれば背景を無視したるものである。然し乍ら華山君の議論は又余りに背景 拘泥しすぎたものである。歴史は如何にもあれ、既に現在世界的の影響を受けつゝあ 我国の社会問題なり、生活問題なりが漸次世界化さるゝのは誠に当然 こ ではない乎。既に我国にもヨーロッパに似たやうな社会問題や、生活問題が随所にある。
)83
氏名 生没年 齢 出身･居住 学歴 職業 備考
1 中村　清次（月城） 1883～1960 31 (岐阜大垣) 東北学院 牧師 幹事
2 伊藤　慶太郎 1867～1946 47 鍛冶町 ― 銀行員 後に平鹿郡会議員
3 山崎　亀次 1890～1962 24 ― 横手中学 役場吏員 後に横手町助役
4 村上　源吉 1892～1977 22 四日町 横手中学 酒類商
5 丹波　源一郎 1891～1987 23 鍛冶町 横手中学 酒類商 後に教会牧師
6 栗澤　竹蔵 1891～1971 23 四日町 横手中学 紡績糸商、洋品店
7 佐々木　一郎 1898～1964 16 鍛冶町 ― 製麹販売 後に横手市長
8 石川　忠太郎 1887～1952 27 四日町 横手中学 畜産･牛乳商
9 小林　文治 1886～　?　 28 本町 横手中学 骨董商
10 長谷川　清 1881～1945 33 四日町 ― 写真業
11 川上　勝淑 1861～1924 53 本町 明治法律学校 弁護士、県会議員




































































酒の密造で逮捕され、獄中 「生きる意味」 自問し、キリスト教に出会っ 。丹波が手の現状を憂い、横城青年会 中心 して活躍 いた は、まさに彼自身が信仰に目覚め、人生 「道」を発見した時期であった。横手支部の活動を牽引していた は、地域青年の活性化という課題に取り組む彼 情熱 キリスト教信仰だった である。
丹波が共鳴したのは
『第三帝国』の思想運動が自らの境遇を克服しようと新しい価値 、



















































天然の良港として知られる船川港の近代的港湾整備は、財政上の問題や県会内 派閥争いなどで実現されてこなかったが、同四十年三月、軽便鉄道法の制定に伴い 築港 気運が高まり、従来の対立も解消して第一期工事が行われた。大正三年には、第二期計画として海面埋立、防波堤築設などの工事設計が完成し、第一期と合わせ予算総額を三一五万円と定め、工期を同十一年まで延長するこ が議決さ 、内務省に認可された。
港湾整備と相俟って、後方連絡の必要から船川線
軽便鉄道が着工、大正五年十二月まで追分・船川間の敷設事業が継続された結果、陸海の連絡が円滑なった船川港町は地域経済の中心として急速に発展した。 方 海上運輸に依拠 き北浦は、陸路との連結で遅 とっていた。地域 経済構造に変動をもたらしたのは、森正隆県知事の「積極政策」であった。森は原敬と親交 ある人物で、利益誘導型の地域行政を展開、船川築港・ 事業を最 事業とし 進めてい 。
氏名 生没年 齢 出身･居住 学歴 職業 備考
1 柴田　卯之助 ― ― ― ― ― 初代幹事
2 相澤　敬之進 ― ― 北浦？ ― ―
3 鎌田善治（博介） 1878～1971 36 相川 明徳小学校 酒造業、町会議員 後に北浦町長
4 伊東　晃璋 1889～1944 25 船越 横手中学校 小学校教員 ２代幹事
5 豊澤　貞助 1891～1953 23 北浦 鹿山小学校 呉服商 後に町会議員
6 加賀谷　新之助 1892～ ？  22 北浦 鹿山小学校 薬種商 後に北浦町長
7 納谷　善市 ― ― 入道崎？ ― ―
8 田沼　竹治郎 1895～1927 19 北浦 鹿山小学校 酒類商 後に青年団長
9 長門　政治 ― ― ― ― ―
10 小番　友太郎 ― ― 戸賀？ ― ―

















帝国』もその一翼を担っていた。したがって 政友会派の「積極政策」により地元経済が危機に瀕していた北浦の青年にとって 同誌 活動は商工層 おもな支持基盤とする立憲同志会の延長線上に置かれていたと考えられる。
だが、支部員たちは一連の動向を政界変動に伴う政党間の抗争という次元ではなく、自















と濫獲を戒め 従来の漁法を続ける指示が出されるなど、地域経済の変動に対応を迫られる自治組織の葛藤を見出すことができる。つまり、県内最大 公共 業は、北浦支 にとっては、地域共同体における自治組織 危機という緊急事態を意味 のであ
北浦で『第三帝国』が受容された理由は、地域自治の側面からだけではない。幹事 伊
東晃璋（一八八九～一九四四）に即して言えば、そ は教育分野から 広義におけ 日本の近代化をめぐる問題として受容 ていた。伊東は、南秋田郡船越町の真宗大谷派、善行寺に生まれた。明治四十 年に横手中学を卒業した後、父 保証人と った他人の借金
)94






























































































































本』における正岡子規の俳論を知り、自ら北斗吟社を創立、雑誌『俳星』を創刊した。同誌は、能代のみならず県下の俳句界を隆盛 導き、俳句を志す者は勿論、知的好奇心旺盛な青年たち とっても「思想文化への窓 大きな役割を果していた。
そのかたわら、五空は政界にも進出していく。明治三十年の能代実業会への加入を機に








































































































氏名 生没年 齢 出身･居住 学歴 職業 備考
1 相澤　常治（愛水） 1885～1964 30 五城目 ― 『北羽新報』主筆 幹事
2 城間　恒人 ― ― ― ― ―
3 越前　彦蔵（北方） 1887～ ？   28 ― ― 果樹園（能代梨） 後に町会議員
4 西村荘右衛門（敬治） 1876～1928 39 日吉町 ― 醸造業 能代青年団長
5 西村　久吉 ― ― ― ― ―
















町で金融業を営む宇野家に婿入り たが、妻キクエはすでに父を亡くし 祖父辰之助 戸主であった。辰之助は、正業のほ に土地や宅地を所有する資産家 たが 生前に戸主の座を婿養子の美葉に譲るこ はなかった。そうした環境もあり、美葉は専ら文学活動に励み、同四十二年五月に同僚の木村北鳥と二葉会を結成し、短歌の創作に力を注いだ。
これまで能代の文学は、五空の創刊した雑誌『俳星』に先導されてきた。だが、同四十








































に入った自身 境遇や「家」の問題を否定的に扱う作品が多く見られる。なかでも⑥は国の財政難を打開するための方策として自分の家の存在を認めるという、複雑かつ自虐的な見解を示している。牧水の模倣、すなわち己の無力さ 告白することか 脱却しようとした美葉がまず対決を余儀なくされたのが、彼を縛り付けていた「家」だったのである。
大正五年に詠まれた⑦～⑨の作品で 初期の作品と同じ軍隊や学校というテーマが扱
われながらも、美葉自身が題材になることはほとんどない。主人公は、彼 教室で接している子供たちであった。このとき美葉は でに肺結核を患 、死 恐怖に直面し、⑩のような歌を詠んでいた。だが、以前のように己 無力さ 告白することはなかった。ただ教え子の成長や幼子の生命・自我の芽生えに目
を向け、それを前向きに詠んでいる。己の生
活を題材とする新派短歌の姿勢をとりながらも、扱う対象、視点の置き方、描写の仕方は変化していた。ここに個人主義を道徳的なものへと深 、奔騰する生命の力を感じ、個性を自由かつ溌剌 伸ばそうとする「新理想主義」の影響を見出すこ は難しくない。
このように見てくると、詠歌を通して自分の生活を見つめ直し、そこから社会や国家に
思いを馳せ、ついには生命の貴さに辿り着く一地方青年における文学の軌跡をうかがい知ることができる。これはまさに美葉が、牧水および 然主義の影響を 生活短歌に潜ることで払拭し、そこから自我の創造、生命の神秘を見出す「新理想主義」歌人へと成長しいく道程であったと言える。地域再編 激動 なかで宇野美葉は
「新理想主義」を掲げ 、




に応え、支部を結成した読者は、横城青年会や能代青年団 よ 自 的な青年会組織を準備する青年有志たち あった。中学卒業程度 学歴を持つ彼らは、地域 新し 知識階層として、従来の名望家秩序とは異なる地域自治 あり方を模索するなかで、同誌の「自治体革新」の主張に呼応し、運動に参加したの あ
『第三帝国』の政治的位置は、中央政界の変動のなかで山本内閣ならびに政友会打倒キ
































































































































































































固定権力に反抗する 快感を覚え始めた。所謂大正維新の政変 国民は一種の味 占めたのだ
。創刊号に「民の力！」を掲げた鈴木は、自らも学生として参加した憲政擁護運動」 )127

















































には何をするかわかりません、或は思ひ切っ 暴 方をするかも知れません」と答え 控
)132












































































































































































君は最後迄筆を以て戦ふの勇なかるべからざるなり」と 見解 示し 新聞記者の政治運
)145







衆議院で否決 れ、議会解散 断行した。同年七月二十八日に第 次世界大戦が勃発し、八月二十三日には日本もドイツへ宣戦布告
するなど、国際情勢が緊張の度を増す状況下









































































公私ともに大きな支持を寄せていた。それゆえ 紙 論調 、大隈内閣を熱烈に支持する一方、政友会勢力への批判が痛烈を極め
「非政友熱」の拡大が伝えられ
「政友会凋 、、








る国民よ、願はくは此の国家の大局に注意せよ 今日に於て内閣の更迭を見るハ 国運発展の一大障害なり、挙国一致、此の内閣 助けて、其の力の及ぶ限りを尽さしめて 以て其の効果を収めしむ可 」と、大隈内閣支持 正当化するに至っ
)155
以上見てきたように、第十二回総選挙における政治的争点は、大隈内閣と原政友会との









































選挙法改正および日露戦後の経済的発展に伴う有権者の増大という現象 もとで施行されたとき、各候補者に求められたのは出馬地区 みではなく、広く 全体に訴えかける政治運動の展開であった。東京市 立候補者は 全一一議席に これまで一五人前後
区数 定員 政友会 同志会 国民党 中正会 大隈後 無所属
6(1) 15(10) 7(6) 7(2) 12(6) 9(1)
16.67% 66.67% 85.71% 28.57% 50% 11.11%
31(7) 30(18) 7(1) 13(8) 7(6) 37(9)
22.58% 60% 14.29% 61.54% 85.71% 24.32%
178(100) 154(123) 33(20) 37(27) 31(16) 69(20)
56.18% 79.87% 60.61% 72.97% 51.61% 28.99%
215(108) 199(151) 47(27) 58(37) 50(28) 115(30)
50.20% 75.88% 57.45% 63.79% 56% 26.09%
　【表１４】政党・地域別の候補者および当選者数一覧
　　　※『自第七回至第十三回衆議院議員総選挙一覧』（衆議院事務局、大正７年１２月）































た。特に明治四十年に東京の大学生 中心に結成された丁未倶楽部は、大隈伯後援会遊説部において実行部隊の先鋒となり 全国規模 組織を形成するなかで選挙民 多大な影響を及ぼした。編輯主任の鈴木正吾、また茅原に私淑していた室伏高信なども 明治大学在学中に同団体に参加し、既成政党に距離を置きつつ、大正期の政治へ関与し く学生団
順位 候補者 党派 得票数① 得票数② 得票率
☆1 古島一雄 国民党、前 3156 3165 8.53
☆2 頼母木桂吉 大隈派、新 2797 2797 7.56
☆3 今井喜八 同志会、新 2591 2779 7
☆4 高木益太郎 国民党、前 2459 2459 6.64
☆5 関　直彦 国民党、前 2434 2434 6.58
☆6 鳩山一郎 政友会、新 2245 2272 6.07
☆7 江間俊一 同志会、元 2178 2178 5.89
☆8 秋山定輔 同志会、元 1954 1954 5.28
☆9 鈴木梅四郎 国民党、前 1946 1946 5.26
☆10 鈴木萬次郎 同志会、新 1895 1904 5.12
☆11 黒須龍太郎 同志会、前 1698 1698 4.59
12 三木武吉 大隈派、新 1618 1623 4.37
13 蔵原惟郭 同志会、前 1498 1498 4.05
14 星野　錫 同志会、新 1457 1457 3.94
15 後藤武夫 無所属、新 1425 1425 3.85
16 横山勝太郎 中正会、新 1312 1251 3.55
17 荻野萬之助 中正会、新 1119 1119 3.02
18 八束可海 同志会、元 849 849 2.29
19 尾竹染吉 無所属、新 636 636 1.72
20 森山守次 大隈派、新 552 552 1.49
21 三輪信次郎 中正会、前 464 524 1.25
22 副島八十六 同志会、新 431 431 1.16
23 大石熊吉 同志会、元 137 0.37
24 茅原廉太郎 無所属、新 129 0.35
25 馬場勝弥 無所属、新 15 0.04
26 田野　豊 無所属、新 13 0.04
27 渡辺国重 同志会、前 ― ― ―












順位 候補者 計 麹町 神田 日本橋 京橋 芝 麻布 赤坂 四谷 牛込 小石川 本郷 下谷 浅草 本所 深川
☆1 古島一雄 3156 101 356 195 119 201 167 123 82 147 177 234 263 498 382 111
☆2 頼母木桂吉 2797 263 172 239 131 100 41 40 45 119 94 424 80 861 140 48
☆3 今井喜八 2591 25 191 162 72 59 24 12 34 26 35 73 193 1288 386 199
☆4 高木益太郎 2459 21 255 914 57 82 23 20 47 38 55 94 79 273 274 227
☆5 関　直彦 2434 54 124 148 871 283 84 87 35 33 22 72 81 136 234 170
☆6 鳩山一郎 2245 67 87 93 50 104 44 93 233 395 569 176 25 43 169 97
☆7 江間俊一 2178 32 252 86 24 45 43 84 27 63 190 263 755 129 151 134
☆8 秋山定輔 1954 127 711 85 82 108 77 43 44 51 33 83 175 107 158 70
☆9 鈴木梅四郎 1946 168 190 224 80 210 163 145 56 45 60 101 56 131 123 94
☆10 鈴木萬次郎 1895 56 420 230 159 139 73 108 58 74 56 109 176 67 114 56
☆11 黒須龍太郎 1698 32 177 119 60 789 59 17 50 51 31 55 65 93 57 35
12 三木武吉 1618 35 112 54 24 58 52 95 59 663 227 36 34 46 40 73
13 蔵原惟郭 1498 54 222 232 79 83 234 82 31 30 12 27 24 53 233 92
14 星野　錫 1457 42 134 469 102 101 36 44 39 53 40 90 38 70 123 66
15 後藤武夫 1425 88 49 94 369 70 83 68 39 42 68 36 76 57 127 159
16 横山勝太郎 1312 35 75 72 151 508 63 26 60 31 87 20 20 26 61 77
17 荻野萬之助 1119 26 57 366 73 60 32 20 125 16 48 47 46 63 48 92
18 八束可海 849 15 54 67 359 22 11 14 4 14 13 20 62 34 79 51
19 尾竹染吉 636 9 82 78 18 18 6 11 4 12 16 48 137 73 104 20
20 森山守次 552 26 16 35 27 133 52 28 14 69 36 69 16 10 12 8
21 三輪信次郎 464 48 30 18 48 24 15 40 13 30 23 42 58 22 29 24
22 副島八十六 431 11 19 51 26 21 20 16 8 84 36 86 13 8 24 8
23 大石熊吉 137 2 9 21 3 25 1 3 4 13 0 2 9 19 24 2
24 茅原廉太郎 129 8 7 6 14 12 6 6 0 18 12 21 4 2 9 4
25 馬場勝弥 15 1 2 3 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 4 1
26 田野　豊 13 1 2 0 1 1 0 0 4 0 0 1 1 0 0 0
27 渡辺国重 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―











変遷を示しているが、選挙法改正に伴う有権者の拡大のほか、第十～十二回に市内有権者が年平均千人を超え 割合で急増していることに注目したい。さらに有権者の増加が投票 数 増加と平行していることを見ると、新しい有権者をめぐり政党・政治家が新聞・雑誌メディアの宣伝効果に着目し、新たな政治手段 して活用 たことの意味は瞭然である。この傾向は、農村よりも都市部で顕著であり、東京に典型的なように、資本主義的生産様式の拡大 伴う人口増加、有権者の拡大をいかに把握するかが新しい政治課題として認識されていたことがわかる。大隈内閣 選挙キャンペーンは、同内閣特有の行動でありながら、こうした現象に対応するための戦略であったと言える。まさに政治の大衆化が新 い社会階層を把握・操作する政治技術 専門化のもとで進行 ていた。当選者と落選者の得票率が前二回に比べ接近したことも二項対立の図式ではなく、多数の候補者が選挙戦を争う傾向を示していよう。
以上、第十二回総選挙の傾向を選挙分析





回（種）・年月日 選挙区(定員) 選挙人 失格 棄権 無効 投票数(％) 当選者得票(％) 落選者得票(％)
第七回(通常) 東京市(11人) 16363 ― 3587 76 12701(77.6) 8436(66.4) 4265(33.6)
1902年8月10日 郡部　（5人） 10381 ― 1096 114 9171(88.3) 6584(71.2) 2586(28.2)
第八回(臨時) 東京市(11人) 16363 ― 3705 84 12574(76.8) 8770(69.7) 3804(30.3)
1903年3月1日 郡部　（5人） 10381 ― 1378 58 8945(86.2) 6678(74.7) 2267(25.3)
第九回(臨時) 東京市(11人) 15657 ― 3302 56 12299(78.6) 9928(80.7) 2371(19.3)
1904年3月1日 郡部　（5人） 8038 ― 763 48 7227(89.8) 5692(78.8) 1535(21.2)
第十回(通常) 東京市(11人) 33870 ― 6898 188 26784(79.1) 22094(82.5) 4690(17.5)
1908年5月15日 郡部　（5人） 18626 ― 2494 135 15997(85.9) 13519(84.5) 2478(15.5)
第十一回(通常) 東京市(11人) 39293 ― 6840 145 32308(82.2) 26735(82.8) 5573(17.2)
1912年5月15日 郡部　（5人） 19424 ― 3607 195 15622(80.4) 15461(99.0) 161(0.1)
第十二回(臨時) 東京市(11人) 44332 1234 5632 154 37312(84.2) 25586(68.6) 11726(31.4)
1915年3月25日 郡部　（5人） 21466 373 2398 110 18585(86.6) 16470(88.6) 2115(11.4)
第十三回(臨時) 東京市(11人) 37203 1356 4802 77 30968(83.2) 22615(73.0) 8353(27.0)

















































が欲求して居 霊 、肉との全一合流なる世界 そ 深き共通鳴号す ものがあ 」と評している。早稲田の柳澤英輔は「本当に自分の主張を徹底させやうとす ば是非現実の一角に根づよい根拠を有たねばならぬ」と立候補 動機に賛成しながら 茅原に「当選の如何は市民の責任だ」など 言わず 東京市民 意志 徹底するための奮闘を求めた
)165
一方、麹町の弁護士安達元之助のように「思想上の文明批評家たる先生が、政治を説き
教育経済を説くさへお門違 のに、実際的政治に干渉する 如きは断じて先生 為に取らず」と反対する意見も少なくなかった。加藤時次郎 白柳秀湖は三五号（三月二十日）三
)166













































































































ったことは想像に難くない。このように茅原の「模範選挙」運動 そ 主旨 賛同する読者の内に
「理想選挙」運動を唱道する神尾一恵なる地方青年を喚起したのである。、
ここで注目すべきは、茅原が「模範」選挙を掲げているのに対し、神尾一恵は「理想」













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と、選挙での勝利を同誌における政治的実践の一帰結と位置づ ていた石田との対照的な姿勢が見て取れる。落選した茅原が 皮肉を込めて「日本の選挙人が選挙の精神に背馳したのではなく、私が日本の 挙の精神 背叛した」と述べた は、こうした経緯を踏まえてであったが 両者の運動をめぐる見解の相違は益進会 分裂を招く要因となっていく。
しかし
「模範落選」を経て、茅原は自らが唱えてきた日本人民の「実生活」に根差し、










































と語り、西洋 模倣によるのではない、日本人の「生活」そのものに根差した政治の在り方を見出していく。彼は「西洋 生活主義」を「汝 物は我の物我の物は我の物
「東 」 、






















































































































































































































































































































































































































京都府の福知山支部、中華民国の上海支部が新設された。これらの事実は、益進会の分裂後、同人のみならず、読者 多くが茅原を 持して たことを物語っている。
一元社同人が評論を受け持ち、読者からの投書も充実していた反面、同人以外の寄稿者













































































































































































離脱後もなお追求される「自我論」を内在的に読み解いていく。と同時 、彼が「文化主義」を批判し、そこから「絶対 由」を希求していく過程を明らかにする。そ て、近代的自我に対する根源的な批判を内包する彼の思想 内に、雑誌『第三帝国』の思想圏を捉えていきたい。
また、日露戦後に登場した高等教育機関の出身者に担われたとされる「大正デモクラシ





























































































































































































区分し、教育にお 個人主義、政治における民本主義、宗教にお る自由主義を創造的自覚の顕現とみな 、その集合体が「文化」の具体的内容であるとした
「自我批判」の 。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































した。中央論壇に偏向しがちな雑誌編集と一線を画し、記者と読者の意見交流、論者同士の議論の場を提供し、全国の青年読者から熱い支持 得ていた。さらに地方支部の結成により地域的基盤 拡大 ていったが、洋文もその呼びかけに逸早く応じた一人であった。





















































































































































あった。したがって 洋文 おける「華山と無車」の相剋の実像を 両者からの影響を検討することで、明らかにす 必要があろう。
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大正四年九月十九日、洋文は『秋田毎日新聞』に「裸体の踊（一）―武者小路実篤様に























































は、決してかゝる空莫なる論理 犠牲となるほど廉価のもの 非らず」と、日本人民 生命の危機から帝国日本の方向性を立論する『第三帝国』の一住人であった。
大正四年十一月、益進会の分裂が「華山と無車」の相剋をより深刻化させた。同郷の石
田と自分を認めてくれた茅原が訣別したことは洋文にとって痛恨事であっ に違 ない彼は、翌年二月に「雪積る夜」と題する対話形式の記事を掲げ、両者 「分裂」 言及している。相手（＝Ｂ）が「君は華山氏と石田氏の持主事件に対しては何事も語らない様だね。君は前に感じ推賞してゐた尊敬をあの後も華山氏に感ず ことは出来るか
」と尋ね）98




















































































































































































































彼は「主義」の枠組み 囚われることなく、本質におい 創作 価値 捉え、自己暴露に陥る自然主義ではなく、自己発展へとつなが 新理想主義の立場 属していた。洋文にとって「文学」とは、真摯 生き 人間 「 」を表現する手段だった である
さらに自然主義批判は、教育評論「文学と教育の境を越えて
」に継続されていく。洋）115













































































































































































































































































































































































































































































































































































の直接行動を認むるまでに至ら ければ承知し 論者であっ 、太だサンヂカリストの立場に似て居る」と指摘した。サンディカリズム 「西洋 デモクラシーの意義」 過分に拡張した傾向にある学説で
「凡ての国民の智徳が悉く相当の程度に発達し」て初めて 、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































府下代々八幡幡ヶ谷大山公園にて園遊 が計画され 新緑溢 る公園の写真 掲載され
同年五月
「第三帝国活版所」の開設を記念して催された「読者大会」を自ら「失敗」、



















「会員のテーブルスピーチを催す」と記されているものの、激し 「論争」の展開と積極的な実践「運動」によっ 「生活即政治 の実現をめざし、時に発禁処分 受け ほど挑戦的だった、かつての『第三帝国』の姿はなかっ 。読者 らの援助 深く感謝 ならも、益進会同人は青年たちの期待の所在を見失っているかのようであった。益進会 分裂により同誌が一時休刊とな のは、そのわずか二週間後のことであ
『こゝろよく我に働く仕事あれ、それを仕遂げて死なむとぞ思ふ』平民詩人の此の一首こそ、我等が三年前の本月本日
『第三帝国』創刊第一号を出すに当って、私が創 、
刊の辞の起筆に置いた歌であったのだ 噫々大正二年十月十日は、実に、我等志を同ふするともがら、心を合せ、力を協せて、新理想主義、民本主義の旗上げをした日である。而して櫛風沐雨三星霜、旧同人は既に離散して、私は単独『第三帝国』の孤塁を守ってゐ 、此 記念号 出す 当って創刊以来の同人にして稿を寄せられたるは僅かに野村隈畔兄一人、私は熟々人生遭逢の果なきを嘆じ、貧に処しては益々人情反覆の常なきを知った である
。）5
大正五年十月十五日、石田は『第三帝国』創刊三周年の思いを右のように語っている。


































二十世紀的なる国家と政府とを樹立せんとする」と 決意を表明している。ここに見られるのは、ドイツの国家社会主義を参照しながら、あくまでも「国家」の存在に拘り、その再生を企図することで、階級闘争を避け、社会主義・無政府主義 防ごうとす 、国家社会主義的色彩がきわめて強い茅原の主張であった。す わち、人民の自立化と国家の生活化の双方向的な批判のも 展開されてきた
「第三帝国」の思想は、より後者に力点を置















まさに旧約聖書においてノアが水 曳 たことを確かめるため 野に放った一羽の鳩のごとく、クローバーの新しい一葉を見つけ出したいとの思い
以上のように、大正四年末をもって、設立以来、益進会の核を形成していた茅原派と石
















うことを評価軸に据えつつ、益進会が時代の中で担 思想的役割 明らかに ていくために、茅原華山を中心に、彼のもとに結集した石田友治、野村隈畔、松本悟朗、鈴木正吾ら益進会同人の言動を集団の思想史として把握し、その存在形態を考察するととも 、同人と地方青年読者との思想的連関を解き明かした。
従来の雑誌『第三帝国』に関する研究に指摘できる問題点は、主盟の茅原や編輯主任の
鈴木正吾など一部メンバー 言動 のみ分析が施され、そこに吉野作造 「民本主義」を典型と見做す「大正デモクラシー」の先駆例を見出 、あるいは高畠素之らに代表され「国家社会主義」に連なる可能性を見出し
「民本主義」を提唱し「小日本主義」を把持 、














型を吉野の「民本主義」に見出し、その枠組みで当該期 おける言論や思想 多様な可能性を裁断するような問題意識の設定それ自体を批判するも であった。具体的には、茅原の新聞記者としての成長および経験の蓄積に即しながら、日露戦後社会 蔓延していた「人生問題」と「生活問題」に際会するなかで、地方青年層 実状を踏まえて「益進主義」を鼓吹していく過程を跡付けるとともに、その思想形成に影響を与えたベルグソンやオイケンらによる「生の哲学」と呼ばれる時
代思潮を基礎に形成された思考様式の特質を



















的位置を明確にし つ、その理想を実現するため、減税運動や普選運動などの実践 へ積極的に乗り出していった。 同時に、益進会は雑誌『第三帝国』 「国民の公機関」と自称して編集費の公開を実行し、講演会の開催や支部の結成によって読者の開拓を試みた。さらに投書・通信欄 駆使して青年読者たちの意見を掲載する場 提供し、交歓欄を設定することで連携を深め、双方向的な思想・言論空間を形成したの ある。言い換えれば、日露戦後以来の「人生問題
「生活問題
「社会問題」の解決という時代的要請を益進会 」」































































選」以後の益進会の活動によって解明し、その真因を単純に茅原の「思想的転身」 のみ帰してきた従来の研究を批判し、茅原・石田の運動 見解の相違に加え、同誌の隆盛から生じた利益配分をめぐ 内紛であったことを指摘した。と同時に、分裂騒動が各新聞・雑誌メディアを通じて報じられたこと 、これまで青年 ととも 運動と論争を繰り広げ、文字通り「戦闘曲」 奏でてきた益進会のイメージが大きく損なわれ 両陣営ともに最も大切な支持者＝読者を失うという結果を手にしたことを論じた。そこから分裂後の茅原派・石田派それぞれの歩み 辿り
『洪水以後』と『新理想主義』の創刊の趣旨と 、
























「第三帝国」を発展的に継承した姿 見出 こ ができよう。
その後の彼らの足跡と、切り拓いていった思想世界を見るならば 第一期『第三帝国』
は、益進会の分裂をもって一応の終幕を迎えるが、その思想運 が時代に果たした使命 、それぞれの読者に継承され、発展していったことがわか だろう。
以上のような本研究での考察を通じて、益進会が日露戦後の地方青年たちによって結成















目指す思想の枠組みであった。それは「実生活」におけ 己の実感や直観を って目前の国家や社会のしくみを根本的に批判する強かさを有する点で、明治期 おけ 高等教育機関において西欧の学問や理論を習得すること
によって展開された思想運動とは異なる独自




得られたものであった。だが同時に、本研究 ような研究視角に立つ限り、必然的に負わなければならない問題点、また言及することが き かった課題も少 ず残っている。最後に、反省と今後の展望という意味を込め 、それを二つの点からまとめておきたい。
第一に
「デモクラシー」をめぐる問題である。本研究は、従来の『第三帝国』に対す、
る研究が、吉野作造の「民本主義」に代表される「大正デモクラシー」の文脈 のみ語れ、研究者自身の問題意識が先行しすぎるあまり、 によ て当時 思想や言論の可能性を裁断する形で蓄積されてきたことへの反論を試み ため、あえて「デモクラシー」概念を分析と評価の前提としない方法を採用し きた
「戦後民主主義」に一つの理想を 。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年三月、駒沢大学仏教経済研究所・渡辺善雄「森鴎外「吃逆」 意図 背景 オイケン 宗教論 三教合同―
『日本近代文学』四六 」
（一九九二年五月）
